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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月23日(2019.5.23)

【公開番号】特開2017-193632(P2017-193632A)
【公開日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-041
【出願番号】特願2016-84647(P2016-84647)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/14     (2006.01)
   Ｆ１６Ｄ  69/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５２０Ｆ
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５２０Ｍ
   Ｃ０９Ｋ    3/14     ５３０Ｇ
   Ｆ１６Ｄ   69/02     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月12日(2019.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維基材、結合材、潤滑材、及び有機・無機充填材を含む非石綿系摩擦材であって、摩
擦材組成物全体に対する銅成分の配合割合が５重量％以下であるとともに、金属単体とし
ての鉄及び鉄系合金がいずれも非含有とされ、前記潤滑材として、Ｘ線回折における（０
０２）面のｄ値が０．３３６～０．３４２ｎｍである炭素材が摩擦材組成物全体に対して
２～６重量％配合されてなり、前記炭素材の結晶粒子の大きさ（Ｌａ，Ｌｃ）が５０～７
０ｎｍである非石綿系摩擦材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、繊維基材、結合材、潤滑材、及
び有機・無機充填材を含む非石綿系摩擦材において、銅成分の摩擦材組成物全体に対する
配合割合が５重量％以下であるとともに、金属単体としての鉄及び鉄系合金がいずれも非
含有とされる。そして、潤滑材として、Ｘ線回折における（００２）面のｄ値が０．３３
６～０．３４２ｎｍである炭素材が摩擦材組成物全体に対して２～６重量％配合されてな
り、前記炭素材の結晶粒子の大きさ（Ｌａ，Ｌｃ）が５０～７０ｎｍである。
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